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はじめに 

本書は、らくらくドキュメントサーチ（以降、単に本プログラムと記す）の操作方法につ

いて説明しています。 

なお、本プログラムのインストールならびに動作環境設定する方法については、別冊の

「らくらくドキュメントサーチ セットアップガイド」を参照ください。 

 

 

 

動作環境 

本プログラムは、WindowsPC 上で動作します。 

データベースと、動作に共通な環境ファイルは、共有フォルダに配置することで、複数の

PC でデータを共有して利用することができます。 

 

・Windows の OS については、Windows7 以降であること。 

・Adobe Acrobat Reader がインストールされていること。 

（Acrobat Reader のバージョンは、10 以降） 

・PC の画面解像度は、1280x768 以上であること 
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1. プログラムの起動と終了 

1.1 プログラムの起動 

デスクトップの以下のアイコンをダブルクリックして本プログラムを起動します。 

正しく起動されると、下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行モードを切り替える 

起動中：システム保守機能以外の全ての機能が実行できるモード 

クリックすると、停止中モードとなります。 

 

停止中：システム保守機能を含めて全ての機能が実行できるモード 

クリックすると、起動中モードとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム起動直後は起動中モードとなります。 

通常は起動中モードで使用しますが、検索項目を設定したりバックアップを行う場合

は停止中モードに切り替えます。 

  

ライセンス情報が入力されて

いる場合は表示されません 

動作環境に問題がある場合は、エラーが表示されます。 

実行モード切替 
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1.2 各ボタンの説明 

 

キーワードで文書を検索 

 

キーワードを付けて文書を登録 

 

検索項目を設定 

 

データベースと登録済文書との整合性をチェック 

 

まるごとバックアップと復元 

 

 

マウスをポイントすると、本プログラムのバージョンが表示されます。 

クリックすると、本操作マニアルが表示されます。 

 

起動モード   停止モード 

 

プログラム終了（マウスをポイントすると色が変わります） 

 

 

 

1.3 プログラムの終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検索 

登録 

チェックリスト 

 検索項目設定 

 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟと復元 

クリックすると 

プログラムが終了します 
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2. 動作環境を設定する 

本プログラムを初回起動時、簡単設定が起動されて動作環境設定を行います。 

設定方法の詳細は、「らくらくドキュメントサーチ セットアップガイド」を参照願

います。 

ここでは、本プログラムの環境設定の変更方法、及び、文書の格納フォルダの操作に

ついて説明します。 

 

2.1 動作環境を変更する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 

動作環境設定域 

ライセンス情報域 文書格納フォルダの設定域 
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動作環境設定域 

本プログラムが動作するための基本情報を設定します。 

初期設定時は以下の通りとなっています。 

なお初回起動時に簡単設定を行っている場合はそこで設定した内容が表示されます。 

 

下記の各フォルダは、任意に変更が可能です。 

複数のＰＣで運用する場合は、Scan フォルダ以外は共有フォルダに設定しておく必要

があります。 

設定変更を行う場合は、   をクリックしてフォルダパスを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキャン文書登録時にポップアップバルーンを表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

複数のＰＣで動作環境を共有する場合は共有フォルダに設定する 

ポップアップバルーン 
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2.2 ライセンス情報の登録 

製品版としてご利用になるには、ライセンス情報の登録が必要です。 

ライセンス情報を登録しない場合は、「試供版」として初回起動時から起算して 30 日

間ご利用いただけます。 

ライセンス情報は、弊社にご購入の申し込みを頂いたお客様に個別でご通知させてい

ただく固有の番号です。 

 

ライセンス情報の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

弊社よりご案内させていただいたライセンス情報を入力します。 

 

 

2.3 文書格納フォルダを作成する。 

文書格納ルートフォルダ配下に、文書を格納する各フォルダを作成します。 

本プログラムで登録された文書は、ここで指定されたフォルダ内に格納されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プログラムは、ルートフォルダを起点に４階層で管理されます。 

ルートフォルダを除いて、フォルダ数の制限はありません。 

  

クリック 

書庫： 

ストレージ： 

キャビネット： 

フォルダ： 

フォルダ： 

フォルダ： 

ルートフォルダ 

文書の格納先 
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各フォルダは、エクスプローラからも作成できますが、ここでは本プログラムで作成

する方法を、下記の例を示して説明します。 

 

作成するフォルダの構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成されるフォルダ階層 

 

 

 

 

 

 

 

文書の格納先 

ルートフォルダ 例：C:¥Tssol¥docsearch¥DocumentRoot 

書庫： 

ストレージ： 

キャビネット： 

フォルダ： 

DocSearch 文書 

業務書庫 

営業証憑文書 

平成２６年度 

平成２７年度 

平成２８年度 

フォルダ： 

フォルダ： 

クリック 

クリック 

クリック 
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上記で作成したフォルダは、登録・検索画面に反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 文書格納フォルダを削除する 

不要なフォルダを削除します。但し、登録済の文書が存在するフォルダは削除するこ

とはできません。この場合は、検索画面から文書の移動を行って、削除するフォルダ

を空のフォルダにしてから削除します。 

 

削除したいフォルダを選択し[削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 
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3. 検索項目の設定 

本プログラムで文書を検索する場合、予め文書の種類ごとに検索項目を設定しておく

必要があります。 

文書の種類ごとに、検索項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索キーワード項目名の設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 

クリック 



 

11 

 

ここでは文書の種類を「見積書」を例に下記の内容で項目の設定を行う例を示して説

明します。 

実際の運用では、操作方法を理解の上、必要な項目の設定を行ってください。 

操作説明上設定する項目： 

 

 

 

 

 

 

3.1 文書の種類を設定する 

検索キーワード項目は、文書の種類ごとに設定します。 

 

 

新規に文書の種類を登録する場合は、新たに作成する文書の種類を指定します。 

ここで指定された文書の種類は、登録・検索で利用します。 

 

キーボードから入力した Enter キーを押下します。 

 

 

 

 

 

3.2 検索キーワード項目の内容を設定する 

検索項目は、文書の種類ごとに最大８項目まで設定できます。 

 

 

項目名：検索キーワードの表示される項目名 

項目を表示する/しない：表示にすると、項目名が入力できます。 

文字数：表示する最大文字数（全角換算）を 1～24 の範囲で指定します。 

データ形式：文字型/数値型/リスト型/日付型のいずれかを選択します。 

文字/リスト型は左詰め、数値型は右詰となり、日付型は文字数固定です。 

 

以下、設定例を元に説明します。 

１）文字型項目の設定例 

 

表示をクリック 

項目名１の項目名「見積番号」と入力したら、Enter キーを押下します。 

すると、キーワードプレビューに項目名１の名称が反映されます。 

注意！Enter キーを押下しないと項目名は反映されません。  

文書の種類 見積書
項目見出し 表示/非表示 文字数 データタイプ リスト項目

項目名１ 見積番号 表示 5 文字
項目名２ 見積日 表示 - 日付
項目名３ 宛先 表示 24 文字
項目名４ 件名 表示 24 文字
項目名５ 最終顧客 表示 24 文字
項目名６ 見積金額 表示 6 数値
項目名７ 区分 表示 6 リスト パッケージ、個別アプリ、保守サポート、作業請負
項目名８ 商談状況 表示 6 リスト 受注済、提示中、失注、延伸、消滅

クリック 
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項目名１の文字数を全角換算で指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字数を指定すると、指定された文字数の表示幅が設定されます。 

指定できる文字数は、全角文字換算で 24 文字までです。 

24 文字を指定した場合でも、登録・検索画面で入力できる文字数に制限はありません。 

 

２）日付型項目の設定例 

 

日付項目を選択すると、キーワードプレビューにはカレンダ選択ボタンが表示されま

す。 
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３）数値型項目の設定例 

 

数値項目を指定すると、値は右寄せで表示されます。 

 

 

 

４）リスト型項目の設定例 

 

リストボックスから、受注済/提示済/失注/延伸/消滅/その他などの語句から選択できる

ようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストボックスへの項目を追加する手順 

リスト項目を入力し Enter キーを押下します。 
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リストボックスに追加済の項目を削除するには、 

削除したい項目を選択しキーボードの Delete キーを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索キーワード項目名の設定で     をクリックして設定内容を保存します。 

上記の設定は、登録画面、検索画面に反映されます。 

 

続けて、別の文書の種類の検索キーワード項目を設定するには、一旦     をク

リックしトップ画面に戻ってから再度、設定を行ってください。 
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登録画面の検索キーワードに反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索画面 

 

 

検索画面の検索キーワードに反映されます。 
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4. 登録 

4.1 スキャンした文書を、検索キーワードを付けて登録する 

 

をクリックして文書登録画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキャナから見積書をスキャンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

登録 

クリックして Scan した文書が格納

されているフォルダを開く 
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ファイルダイアログが表示されるので、スキャンしたファイルを選択し[開く]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキャンした画像が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文書の種類に見積書を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
検索項目が表示される 

スキャンした文書を選択し 

[開く]をクリック 

文書の種類を選択 
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文書登録先のフォルダを指定します。 

なお、登録先のフォルダは予め作成しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索キーワードを入力します。 

日付項目は、カレンダから選択する方法と、直接、日付を入力する方法があります。 

日付は、和暦で入力することもできます。 

 

カレンダから入力             和暦で入力し Enter キーを押下 

 

 

 

 

 

リスト選択項目は、ドロップダウンリストから選択します。 

 

 

 

※キーワード入力時の注意： 

入力するキーワードに半角カンマ「,」を含めることはできません。金額などを入力す

る場合も、３桁区切りのカンマを入力しないでください。 

 

  

クリック 
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入力例を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての検索キーワードを入力したら    をクリックします。 

なを、項目の入力は必須ではないため、省略することができます。 

 

 

登録が完了すると、下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常に登録されると、スキャンした文書はフォルダから削除されます。 

なお、削除のタイミングは、戻るボタンでトップ画面に戻るか、別のスキャンした文

書を登録するために    がクリックされた時です。 

 

  



 

20 

 

4.2 電子データを登録する 

 

をクリックして文書登録画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録する文書を開いて確認する時は、「選択時にファイルを開く」にチェックを入れ

ます。 

 

 

をクリックすると、ファイルを開くダイアログが表示されるので、登録す

る文書を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

登録 

[開く]をクリック 
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登録対象の文書が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録先のフォルダを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上図は、説明上 EXCEL の Window サイズを調整し、文書登録画面に重ね合わせて

表示しています。 

 

文書の種類を指定します。 

 

 

 

文書の種類を指定すると、設定されている検索キーワード項目が表示されます。 
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検索キーワードを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録対象文書が開かれたままの場合、上記のエラーが表示されます。 

この場合は、先に開かれている文書を閉じてから、「はい」を応答します。 

 

 

 

  

開いている文書を閉じてから「はい」を応答 



 

23 

 

下記の画面が表示されたら、登録完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常に登録されると、文書は登録先のフォルダに移動します。 

なお、文書格納先フォルダに移動した文書のファイル名は、登録前の文書のファイル

名とは異なり、登録時の TimeStamp.拡張子というファイル名に変更されます。 

 

例：登録日時が 2016 年 5 月 22 日 16 時 25 分 46 秒の場合、 

  2016-0522-1625546.拡張子となります。 

   yyyy-mmdd-HHMMSS  
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5. 検索 

トップ画面から      をクリックすると、下記の検索画面が表示されます。 

 

検索は、ツリー検索とキーワード検索があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 ツリー検索で文書を検索する 

ツリー検索は、文書の登録先のフォルダを指定して検索するものです。 

検索例：ストレージ名と書庫名を指定して検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレージ/書庫名/キャビネット名/フォルダ名の全てを指定して検索することもでき

ます。 

また、ストレージ/書庫名/キャビネット名/フォルダ名の全てを省略すると、全件検索

となります。  

検索 

ツリー検索 

キーワード検索 
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をクリックすると、検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索の結果は、一覧表示されます。 

複数のデータが検索された場合、一覧表の項目見出しをクリックすると、昇順|降順

で並び替えて表示することができます。 

 

検索結果から文書を表示する 

一覧表から表示したい文書の行見出しをクリックして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 
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     をクリックすると、文書が開かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧表から、表示したい文書のデータをダブルクリックしても、文書を開くことがで

きます。 

文書は、その文書に関連づけられたアプリケーションで開かれます。 

開いた文書は、閲覧が終わったら閉じるようにしてください。 

 

 

5.2 文書の登録日を指定して検索する 

１）文書登録日の範囲を指定して検索する 

 

上記の場合、2016/5/20 から 2016/5/22 の範囲で登録された文書を検索します。 

 

２）文書の登録日を指定して検索する 

 

上記の場合、2016/5/20 に登録された文書を検索します。 

 

３）指定された登録日以前に登録された文書を検索する 

 

上記の場合、2016/5/22 以前に登録された文書を検索します。 
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5.3 キーワードを指定して文書を検索する 

登録時に指定した検索キーワードで文書を検索します。 

 

登録時に指定した文書の種類を指定します。 

 

 

文書の種類を指定すると、検索キーワード項目設定で指定された検索キーワード項目

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の条件を指定した場合、「AND 条件で検索します」にチェックを入れると、いず

れの条件も満たす AND 条件で検索します。チェックを外すと、いずれか１つでも満

たす OR 条件で検索します。 

 

検索したいキーワードを入力します 
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をクリックすると、検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧表の行見出しをクリックすると、文書の格納場所や登録時に指定したキーワード

の内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果が複数存在するとき、一覧表の列見出しをクリックすると、昇順/降順で並び

替えることができます。 

 

検索項目が文字型の場合は、部分一致で検索します。 

  

クリック 
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5.4 検索結果の文書を開く 

     をクリックすると、文書が開かれます。 

一覧表から、開きたい文書のセルをダブルクリックしても、文書を開くことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文書に関連付けられたアプリケーションで開かれます。 

 

  

クリック ダブルクリック 
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5.5 一覧に表示されている文書を連続して表示する。 

ある条件で検索の結果、該当する文書が複数存在し一覧表に表示されている時、それ

らの文書を連続して表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 
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連続表示時の操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6 検索結果の一覧表を最大表示モードで表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最後の文書 先頭の文書 

次の文書 

前の文書 

現在表示中の文書 

<<で拡大、>>で縮小 
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5.7 登録済の検索キーワードを修正する。 

修正したいデータを検索後、検索キーワードに修正したいデータを直接入力して修正

します。 

修正したいデータを検索し、行見出しをクリクして選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの必要個所を修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「修正」をクリック 
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修正して良いかの確認メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージに対して「はい」を応答すると、画面の内容でデータベースを更新し

ます。「いいえ」を応答すると、修正されず元のままとなります。 

 

修正を行った場合は、データベースの更新が行われたかを、再度、検索を行って確認

するようにしてください。 

 

確認する方法 

をクリックし画面を消去後、再度検索します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正した個所が反映されて表示されているかを確認します。 

  

「はい」をクリック 
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5.8 登録済の文書を削除する 

登録済の文書を削除するには、削除したい文書を検索後、     をクリックしま

す。削除では、削除指定された文書と、検索用データベースの該当するレコードが削

除されるため、削除された文書を元に戻すことはできません。 

 

削除したい文書を検索し、行見出しをクリックして選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージに対して「はい」を応答すると、選択されている文書を削除し、デー

タベースのレコードからも削除されます。「いいえ」を応答すると、削除されず元の

ままとなります。  

「削除」をクリック 

「はい」をクリック 
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5.9 文書の格納先のフォルダを移動する。 

登録済の文書を任意のフォルダに移動することができます。 

移動するには、移動したい文書を検索後、     をクリックします。 

 

移動したい文書を検索し、行見出しをクリックして選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動先のフォルダを指定します。 

移動前 

 

 

 

 

確認メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認メッセージに対して「はい」を応答すると、選択されている文書を指定されたフォ

ルダに移動します。「いいえ」を応答すると、移動せず元のままとなります。  

「移動」をクリック 
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5.10 表示されている一覧をファイルに出力する 

検索の結果、表示されている一覧表を CSV 形式のファイルとして保存できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前を付けて保存ダイアログが表示されるので、保存先のフォルダとファイル名を指

定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSV 形式のファイル出力例 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック 
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6. チェックリスト 

6.1 整合性のチェック 

検索用データベースと文書との整合性をチェックします。 

トップ画面から      をクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整合性チェックに問題はありませんと表示されることを確認します。 

整合性に問題がある場合は、問題のあるデータベースのレコードまたは文書の格納債

パスが表示されます。 

エラーが表示された場合、操作ログやエラーログを調査し、原因を考察し対処を行っ

てください。 

 

  

チェックリスト 



 

38 

 

6.2 整合性とは 

検索用データベースと登録済文書との対応関係は以下の通りです。 

 

検索用データベースの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文書の格納先       格納先フォルダの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースに登録されているのに文書が存在しないもの 

データベースには、登録時の TimeStamp（yyyy-mmdd-HHMMSS）と格納パスが記

録されています。データベースの全レコードに対して、格納先パス内に登録文書が存

在するかをチェックします。存在している時は整合性に問題なしと判断し、存在しな

い場合は整合性に問題ありと判定します。 

 

文書が存在するのに、データベースに登録されていないもの 

DocumentRoot フォルダ配下の全てのフォルダ内に格納されている文書について、

TimeStamp のファイル名から、検索用データベースに登録されているかをチェック

します。検索用データベースに存在する時は整合性に問題なしと判断し、存在しない

場合は整合性に問題ありと判定します。 
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7. バックアップと復元 

本プログラムが実行できる動作環境（環境ファイルや検索用データベースファイルな

ど）と、DocumentRoot フォルダ配下の全ての文書を、指定されたドライブにまるご

とバックアップすることができます。 

また、前回バックップしたファイルを元に、復元することができます。復元先は、バ

ックアップを取ったＰＣとは異なるＰＣへも復元できるため、万一、運用で使用して

いたＰＣが故障した場合でも他のＰＣに復元できるため、安心してお使いいただくこ

とができます。 

 

7.1 バックアップと復元の実行履歴を表示する 

トップ画面で   をクリックして停止中（保守モード）にします。 

      をクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去のバックアップした履歴、または、復元した履歴がある場合は、上記画面でその

履歴が表示されます。 

 

7.2 バックアップを実行する 

上記の履歴表示画面から    をクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟと復元 

過去の履歴が表示される 

過去の履歴が表示される 
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前回バックアップした日時：最終バックアップの日時が表示されます。 

バックアップが一度も行われていないと、「前回バックアップした履歴はありません」

と表示されます。 

 

バックアップ対象：以下のファイルを一括してバックします。 

① 文書格納ルートフォルダ配下の全てのフォルダとファイル 

② データベースフォルダ配下の全てのファイル 

③ 構成ファイル格納フォルダ（C:\Tssol\docsearch\ini配下の全てのファイル） 

④ 動作環境格納フォルダ配下の全てのフォルダとファイル 

⑤ ログフォルダ配下の全てのファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックアップは、退避先ドライブ直下に、フォルダ名を DocSearchBackupDD（DD

はバックアップした日付）という名前で作成され、このフォルダ配下に上記の①～⑤

をバックアップします。 

  

退避先のドライブ名を指定します 
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バックアップ先のフォルダ 

 

 

 

 

 

 

7.3 復元を実行する 

バックアップと復元から    をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復元画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

DocSearchBackup22 の 22 はバックアップ日付 

最終のバックアップ履歴を確認する 

クリック 

OK をクリックします 
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クリックして前回退避先のドライブ名を選択 

クリックして前回退避先のドライブ名を選択 

実行をクリックすると復元が開始されます 
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「復元処理が正常に終了しました」というメッセージが表示されたら復元処理が完了

です。 
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